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研究成果の概要（和文）： 

本研究は，運輸多目的衛星 (MTSAT)による環境・災害情報観測を対象に，中期的展望を見
据えた，アジア地域での標準技術の一つとなるべき国土基盤情報処理技術の確立を目的に実施
された．3年間という短い実施期間を考慮し，1) 放射量補正，幾何補正，地図投影といった重
要でありながら軽視されがちな低次補正技術の精度を実用要求レベルまで引き上げる, 2) 統合
的可視化，大規模火災と洪水情報の抽出，地図化処理済み画像および環境・災害情報の配信，
といったアジアで需要の高い要求事項に焦点を絞り，一連の基盤処理技術を確立する, 3) 国際
的な流通・移転性を目指し，基盤処理技術をソフトウェアとしてパッケージ化し，既に一定の
実績があり，課題解決型の研究課題を有する国内外の研究協力機関に絞り込んで技術移転を行
う，の 3点を目標に研究を行った．その結果，当初予定していたベトナム，ラオスへの森林火
災と洪水監視について技術移転と利用体制が整った． 
 
研究成果の概要（英文）： 
  This research focuses on a network based data distribution and visualization 
system of Multi-functional Tranport SATellite (MTSAT). Institute of Industrial 
Science (IIS) and Institute of Earthquake Research Institute (ERI) both at University 
of Tokyo have been receiving, processing, archiving and distributing of MTSAT imagery 
with a direct receiving of High Rate Information Transmit (HRIT) since October 2006. 
A software package, mtsatgeo, is developed including radiometric correction, 
geometric correction, spatial subset, forest fire monitoring and flood monitoring 
functions and they are available on a web-based data distribution and processing 
service accessed at http://webgms.iis.u-tokyo.ac.jp/. All the technologies are 
successfully transferred to Vietnam (Forest protection department) and Laos (Water 
Resources and Environment Agency). 
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１．研究開始当初の背景 
 MTSAT は，国土交通省と気象庁を主体にし
た共同プロジェクトで，次世代の航空保安シ
ステムと静止気象衛星ひまわりとしての機
能を有する．2005 年 10 月以来，新 1 号機ひ
まわり 6 号と新 2号機ひまわり 7号が，東経
140 度の赤道上で運用されている．MTSAT の
改良点は，1) 衛星の姿勢制御がスピン式か
ら 3 軸式に変わり安定した，2) 大規模火災
観測に有効な中間赤外チャンネル IR4が追加
された，3) 量子化幅が 10bit に，空間分解
能が 1kmに向上し地表面の鮮明な画像が得ら
れる，4) データ取得間隔が 1時間から 30 分
に短縮され即時性が向上した，ことなどが挙
げられる．我が国は，「地球観測に関する政
府間会合」(GEO) の執行委員会国としてのリ
ーダーシップを発揮する必要性からも，東ア
ジア・太平洋地域の国々に MTSAT 画像を提供
する意義は大きい．世界に類をみない高い性
能を持つ純国産システム MTSAT は，本来の業
務である気象・海象のみならず，水循環，生
態系，風水害，大規模火災，地震・火山など
多彩な国土基盤情報の管理手法として国際
的に高く期待されているが，現段階での国際
的流通は不十分であると言わざるを得ない． 
 
２．研究の目的 

本研究は，運輸多目的衛星 (MTSAT)によ
る環境・災害情報観測を対象に，中期的展望
を見据えた，アジア地域での標準技術の一つ
となるべき国土基盤情報処理技術の確立を
目的とする．3 年間という短い実施期間を考
慮し，次の 3点に焦点を絞り技術開発を行う．    
(1) 放射量補正，幾何補正，地図投影とい

った重要でありながら軽視されがちな低次
補正技術の精度を実用要求レベルまで引き
上げる 
  (2) 統合的可視化，大規模火災と洪水情報
の抽出，地図化処理済み画像および環境・災
害情報の配信，といったアジアで需要の高い
要求事項に焦点を絞り，一連の基盤処理技術
を確立する 
  (3) 国際的な流通・移転性を目指し，基盤
処理技術をソフトウェアとしてパッケージ
化し，既に一定の実績があり，課題解決型の
研究課題を有する国内外の研究協力機関に
絞り込んで技術移転を行う． 
 
３．研究の方法 
 本研究では，中期的展望を見据えた，アジ

ア地域での標準技術の一つとなるべき基盤
技術の確立を目指し，3年間という短い実施
期間を考慮し以下の 3点に特に集中して開発
を行う． 
 
[低次の補正技術に着目する] 
 放射量補正，幾何補正，地図投影といった
重要でありながら軽視されがちな低次補正
技術の精度を，全分野での実用に要求される
レベルまで引き上げる． 
 
[アジアの環境・災害情報に焦点を絞る] 
 統合的可視化，大規模火災と洪水情報の抽
出，地図化処理済み画像および環境・災害情
報の配信，といったアジアで需要の高い要求
事項に焦点を絞り，一連の基盤処理技術を確
立する． 
 
[一定の実績のある機関に絞り込んで技術移
転する] 
 国際的な流通・移転性を目指して基盤処理
技術はソフトウェアとしてパッケージ化す
る．技術の死蔵を防ぐため，既に一定の実績
があり，課題解決型の研究課題を有する国内
外の研究協力機関に絞り込んで技術移転を
行う． 
 
 衛星画像処理におけるソフトウェアの存
在は，実務および研究開発の基盤技術であり，
これを海外に依存することは，国際競争力を
損なうことになりかねない危険性がある．本
研究では，基盤処理技術を実務利用者が使用
できるレベルにまで完成度を高め，死蔵させ
ることなく国際的に流通・移転を行うことに
より，その有効性を実証する．MTSAT 画像の
処理技術は未開発分野であり，我が国が世界
に先駆けて，実務利用者が真に欲している環
境・災害情報をアジア・世界に向けて発信す
ることは，国土基盤情報の形成に大きく寄与
する． 
 
４．研究成果 
(1) 低次補正技術の開発  
 平成 19 年度の前半は，放射量補正，幾何
補正，地図投影といった低次補正技術の開発
を行った．そのうち，特に精密な処理が求め
られる幾何補正について重点的に高精度化
を進めた．過去のひまわり用に開発された高
精度地上検証点データベースを援用し，昼間
の可視赤外観測データにテンプレートマッ



チングを適用した結果，1 画素以内の精度を
確保することに成功した．一連の処理は
gmsgeo としてソフトウェアパッケージ化し
公開している．既に運用されている MTSAT デ
ータ公開システムによるデータ提供は，200
万シーンを突破した． 
 
(2) 高次技術の開発  
 平成 19 年度の後半は，大規模火災と洪水
情報の抽出といった高次技術の開発を行っ
た． 
 極東シベリアとインドネシアで起こった
大規模火災を対象に，火災延焼時間推定手法
の開発を行った．より空間解像度の高い
ASTER と MODIS データから得られた結果を相
互検討した結果，MTSAT の空間解像度の 1/10
に相当する 1.6km2 程度の規模を持つ火災で
あれば検出できることが明らかとなった．ま
た，火災画素とそれ以外の画素を目視によっ
て区分することにより，火災延焼時間が 1 時
間単位で抽出できることが明らかとなった．
これら大規模発生後 72 時間の火災監視デー
タベースは自動的に構築され WWW を通じて公
開されている． 
 MTSAT の観測範囲であるインド以東の南ア
ジア，東南アジア，東アジア地域を対象に，
大規模洪水情報の抽出を試みた．洪水発生後
72 時間の洪水監視データベースを構築し解
析を行ったが，大規模洪水は雨期に多発する
ため雲が阻害要因となり，MTSAT 可視赤外画
像を用いた洪水情報の抽出は，非常に難しい
ことが明らかとなった．そこで，MTSAT と同
様に準実時間で無料利用可能，雲があっても
全天候型観測可能な，マイクロ波放射計
Aqua/AMSR-E による大規模洪水抽出手法を開
発し，MTSAT 画像と共にデータベースに格納
して WWW を通じて公開を開始した． 
  
(3) 技術移転・試験運用 
 平成 20 年度の前半は，国内外の協力機関
への技術移転・試験運用を開始した．具体的
には，今回新たに協力を求めた高知大学，鹿
児島大学，ラオス科学技術環境省，モンゴル
自然環境省，ベトナム科学院，国立シンガポ
ール大学へのデータ配信を開始した．高知大
学においては，従来運用されている GMS の資
産に対して新たなデータベースが加わった
ことでデータ供給の継続性が確保された．ラ
オスとベトナムにおいては，平成 19 年度に
開発した森林火災と洪水情報を配信するソ
フトウェアの移転を行い，同時にキャパシテ
ィビルディングの一環としてシステム利用
に関するトレーニングを実施した． 
 
(4) 基盤技術の改良 
 平成 20 年度の後半は，基盤技術の改良を
行った．国内外の協力機関から数ヶ月の運用

中に寄せられた 要求事項を取り入れ，基盤
技術の改良に充てた．その結果，森林火災に
ついては，MTSAT の時間分解能が 1 時間と高
いので煙の流れを目視で判断するには非常
に有効であるが，MTSAT の空間解像度が 4km
と非常に粗く小規模な焼畑が検知できない
ため，実際のシステムとしては改善の余地が
あるとの声が寄せられた．そこで，時間分解
能は半日であるがより空間分解能の高い
MODIS 画像を補完的に組み合わせて情報を提
供することで，情報の質が格段に向上するこ
とが明らかとなった．また，モンゴルにおい
ては，主な火災は森林ではなく草地でおこる
ため，より高い時間分解能が必要であり，
MTSAT では十分な結果が得られなかった．し
かし，従来の GMS には搭載されていない中間
波長領域のチャンネルを使用することによ
り，モンゴルで重要な災害の一つである砂塵
に関する情報が得られる可能性があるとの
声が寄せられた．これについては次年度以降
の研究対象として新たに組み込むことで合
意がなされた． 
  
(5) 技術移転・実利用の開始 
 平成 21 年度の前半は，国内外の協力機関
への技術移転・実利用を開始した．具体的に
は，平成 20 年度に引き続き，高知大学，鹿
児島大学，ラオス科学技術環境省，モンゴル
自然環境省，ベトナム科学院，国立シンガポ
ール大学へのデータ配信と実利用を開始し
た．高知大学においては，従来より運用され
ている GMSの資産に対して新たなデータベー
スが加わったことでデータ供給の継続性が
確保された．ラオスとベトナムにおいては，
平成 19 年度に開発した森林火災と洪水情報
を配信するソフトウェアの移転を行い，同時
にキャパシティビルディングの一環として
システム利用に関するトレーニングを実施
した． 
  
(6) 技術移転・実利用の確立 
 平成 21 年度の後半は，国内外の協力機関
への技術移転・実利用を確立した．具体的に
は，国内外の協力機関へ基盤技術の移転・利
用の本格運用を目指して最終調整を行った．
昨年度の試験運用中に寄せられた要求事項
のうち，森林火災については，MODIS からの
情報を主に使用するとともに，火災跡の植生
の回復度合いを調べるために，高空間分解能
のデータである ALOS AVNIR2, Landsat ETM, 
SPOT HRGを組み合わせて解析できるシステム
を構築した．具体的には，衛星データセット，
GRASS を用いた一群のソフトウェア，トレー
ニングパッケージから成り立っており，キャ
パシティビルディングの一環として昨年度
に引き続き実施した．これにより，異なる特
性を持つ複数の衛星データを効果的に組み



合わせることにより，特に農業・森林分野に
おいて環境・災害情報基盤処理技術が確立し
た． 
 今後はこれらの活動を継続的に実施する
ことを予定している．具体的には，今回カウ
ンターパートとなったベトナムとラオスに
おいては REDD 案件の形成，新たなカウンタ
ーパートとして，我が国からの研究実績の少
ないミャンマーに着目して，新たな案件形成
が始まる予定となっている．  
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